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製薬研究施設における主な製薬研究施設における主なRIRI使用法使用法
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RIRI廃棄物発生の基本的流れと分類の概要廃棄物発生の基本的流れと分類の概要
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※実験者が各廃棄放射能を把握（実験結果とリンク）※実験者が各廃棄放射能を把握（実験結果とリンク）
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実験者による廃棄操作実験者による廃棄操作
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RIRI廃棄物の分別梱包廃棄物の分別梱包

廃棄物分類ごとの一時保管缶廃棄物分類ごとの一時保管缶

難燃物難燃物

管理者による読取りと梱包管理者による読取りと梱包
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RIRI廃棄物発生量廃棄物発生量（三共（三共20032003年）年）

((２４２４))ﾍﾊﾟﾌｨﾙﾀｰﾍﾊﾟﾌｨﾙﾀｰ

３４９３４９合計合計

((２２))ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ

１０１０動物動物

２３２３無機液体無機液体

５５非圧縮性不燃物非圧縮性不燃物

２１２１不燃物不燃物

２４８２４８難燃物難燃物

１６１６可燃物可燃物

本数本数(50(50L)L)廃棄物種類廃棄物種類

（約（約1,5001,500万円）万円）

200200LL換算で換算で9090本本



RIRIの使用状況の使用状況（三共（三共20032003年）年）

404054154111411468687597591403140316601660出庫件数出庫件数

66000067674242424211免除レベル免除レベル

以上の出庫以上の出庫

0.9%0.9%13.1%13.1%1.6%1.6%0.8%0.8%1.6%1.6%15.3%15.3%66.6%66.6%使用割合使用割合

25325337843784469469217217471471441744171920319203使用使用((MBqMBq))

10101001001001000.10.111101010001000免除免除((MBqMBq))

282888882525141459592.12.1E 6E 64.54.5E 3E 3TT1/21/2(day)(day)

5151CrCr3535SS3333PP3232PP125125II1414CC33HH



製薬研究施設製薬研究施設RIRI廃棄物の特徴廃棄物の特徴

１．実験担当者が廃棄物中１．実験担当者が廃棄物中RIRI量を把握量を把握

２．連続的に２．連続的にRIRI廃棄物が発生廃棄物が発生

３．核種半減期は長半減期と短半減期に分類３．核種半減期は長半減期と短半減期に分類

４．廃棄物は物量として少量多種（事業所格差大）４．廃棄物は物量として少量多種（事業所格差大）

５．廃棄物中５．廃棄物中RIRI濃度は不均一濃度は不均一

６．放射化廃棄物はない６．放射化廃棄物はない

７．使用廃棄数量は、免除レベル未満が多い７．使用廃棄数量は、免除レベル未満が多い



一般施設

クリアランスの意義・・クリアランスの意義・・法規制の整合と法規制の整合とRIRI利用促進利用促進
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※　免除レベルとクリアランスは別概念、クリアランス物の集積を考慮すると濃度での評価が必要※　免除レベルとクリアランスは別概念、クリアランス物の集積を考慮すると濃度での評価が必要



使用量（秤取量）などを用い、安全側に廃棄物中にすべての使用量（秤取量）などを用い、安全側に廃棄物中にすべての
量が入っているとして濃度を計算する。量が入っているとして濃度を計算する。（可燃物は、焼却処理を勘案し（可燃物は、焼却処理を勘案し
て計算）て計算）

使用核種・使用室・使用期間・廃棄物容器等を特定するなど使用核種・使用室・使用期間・廃棄物容器等を特定するなど
の管理により、混入を防止、使用量（秤取量）と廃棄物重量での管理により、混入を防止、使用量（秤取量）と廃棄物重量で
濃度を管理。濃度を管理。

非密封ＲＩ廃棄物のクリアランスの課題と可能性非密封ＲＩ廃棄物のクリアランスの課題と可能性

クリアランスレベルは、濃度で管理クリアランスレベルは、濃度で管理。。
　　（原子炉等規制法・ＩＡＥＡの（原子炉等規制法・ＩＡＥＡの検討・検討・ BSSBSSののRSRS--GG--1.71.7取入れ動向）取入れ動向）

製薬研究の場合、使用核種・使用数量の管理は容易だが、廃棄物と製薬研究の場合、使用核種・使用数量の管理は容易だが、廃棄物と
なった後の濃度の測定は困難。なった後の濃度の測定は困難。



非密封ＲＩ廃棄物のクリアランスの課題と可能性非密封ＲＩ廃棄物のクリアランスの課題と可能性

管理体制の整備管理体制の整備

事業事業所内の責任者の特定、管理の所内ルールを所内の責任者の特定、管理の所内ルールを明確化明確化

国の国の認可、管理認可、管理方法・記録について方法・記録について定期的な公的定期的な公的機関の機関の確認確認

濃度に加え、一度にクリアランスする汚染物中の数量について濃度に加え、一度にクリアランスする汚染物中の数量について
も免除レベル以下に抑えるようも免除レベル以下に抑えるような管理　　等な管理　　等

（管理の誤りを防止し、社会の認知を得るために）

実施事業所数とのバランス実施事業所数とのバランス

◆　◆　排出後廃棄物の検認（方法とコスト）排出後廃棄物の検認（方法とコスト）



廃棄物検認の課題と可能性廃棄物検認の課題と可能性
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